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ペルーとハーモニズム

「調和の建築（生命の権利）」を中核に据え、ハーモニストの視点からペルーという文明を捉えた解釈：Dharma。生態学、健康、親族関係、管理、金融、ガバナンス、防衛、教育、科学技術、コミュニケーション、文化という11の柱が、診断と回復のための構造的枠組みとして機能している。関連リンク：調和の建築, 調和実在論, 宗教と調和主義, シャーマニズムとハーモニズム, 魂の五つの地図, チャクラに関する実証的証拠, 導師と案内人, 精神的な危機, 西部の空洞化, 唯物論と調和論, 自由主義と調和主義, グローバルエリート, 金融アーキテクチャ.




タワンティンスユ

タワンティンスユ — 四つの結ばれた地域 — は、ペルーという国が成立する何世紀も前から存在し、現代の共和国が今なおかすかに記憶している構造原理を名指している。タワは「四」、スユは「地域」または「四分の一」を意味し、接尾辞-ンティンは、各部分が他者との結びつきによって構成されるという関係的な完全性を表している。インカ人は自分たちの領域を「帝国」とは呼ばなかった。彼らはそれを「四つの部分、それぞれが、その中心には四つが収束するqosqo（へそ）としてのクスコがあった。このイメージは政治地図ではなく宇宙論である。すなわち、それを支える軸となる一点によって結ばれた、四つに分かれた生きた全体である。

この構造的認識はインカよりも古い。 「ヤナンティン」の原理——互いに補完し合う対立関係であり、あらゆるものはそれを完成させるパートナーによって構成される（太陽と月、山と谷、男性と女性、上界の「ハナク」と下界の「ウク」など）——は、紀元前3000年頃のカラールにあるノルテ・チコの儀式中心地から、チャビン、モチェ、 ナスカ、ワリ、ティワナクといった伝統を経て、15世紀のインカによる統合に至るまで、アンデス宇宙論の全域に貫かれている。2500年にわたる高地文明の連続した発展は、地球上で最も洗練された宇宙論的構造の一つを築き上げた。そして、その構造の核心にある認識とは、現実とは「あらゆるレベルにおいて関係的な相互性（relational reciprocity all the way down）」であるということだ。これを表すアンデスの文法は「同時に」 ——神聖な相互関係、すなわち宇宙が与え、人間がそれに応えるという構造であり、現実に押し付けられた道徳的助言ではなく、現実そのものの構造である。

毎年8月、標高14,000フィートを超える高地の村々で、ケロ（Q’ero）の系譜に属する「パコ（paqo）」たち——儀式を執り行う医療者たち——は「デスパチョ（despachos）」を組み立てる。 コカの葉、種子、脂肪、菓子、花、そして祈りを束ねた儀式用の供物を作り、パチャママ（大地の母）とアプス（生ける山の精霊たち）に捧げる。これは、与えられた一年への感謝と、来るべき一年への相互扶助の証として行われる。 この儀式は、スペインによる侵略よりもはるかに古く、5世紀にわたる植民地支配による弾圧、共和制下での放置、そして現代の搾取による荒廃の中でも絶えることなく行われてきた。今月も、今週も、今日この日も、それは行われている。文明の最も深い基盤とは、誰も見ていない時にその民がなおも続けている行為の中に現れるものである。

調和主義は、これを単なる民俗学ではなく、文明の正確な自己理解であると主張する。アンデスの世界観は、調和実在論がハーモニズムの教義的枠組みの中で論じていることを、先住民の形式で明示している――すなわち、現実は本質的に調和的であり、Logosに満ちており、あらゆる規模で相補的な相互関係によって構成されており、人間は、無機質な対象世界と対峙する主権的な主体としてではなく、広大な生きた網の一部として参加している、というものである。調和の建築 ——中心に「Dharma（調和の原理）」を据え、分析を構成する11本の柱——を通じてペルーを読み解くことは、『5つの地図』の議論におけるいかなるものにも劣らない鮮明な収束を明らかにすると同時に、ペルー料理やインカ観光の文化的威信という表層によって体系的に覆い隠されてきた構造的条件をも浮き彫りにする。





生きた基盤

5つの認識事項は、ペルーが構造的なレベルで何を保持しているかを名指しする。それぞれが、真に生きているものの率直な命名と、植民地化、国家による放置、搾取的な支配によって断絶されたり空洞化されたりしたものの率直な指摘を併せ持つ。その基盤は安全に保存されているわけではない。それは持続的な圧力の下で保存されており、いかなる誠実な読み解きも、この二つの側面を同時に捉えなければならない。

生きた地図としてのアンデス宇宙観。 ケチュア語やアイマラ語が話される高地全域において、宇宙論的構造は日常生活の中で今なお機能している。パチャママは単なる比喩ではない。液体の最初の数滴を大地に返すティンカの献酒を通じて、水を飲む前に彼女に呼びかけられるのだ。アプたちは神話上の人物ではない。 アプ・アウサンガテ、アプ・サルカンタイ、アプ・パチャトゥサンは、住民によって個性、好み、力を持つ生ける山の存在として認識されており、アウサンガテの麓で行われる季節の儀式クイユル・リティには、文字記録よりも古い継続的な慣習として、毎年数万人の巡礼者が集まる。三界の構造――ハナク・パチャ（上界、 クントゥル（コンドル、天界の知性）、カイ・パチャ（中界、プーマ、人間の生）、ウク・パチャ（下界、アマル、蛇、土壌から湧き上がる祖先と種子のエネルギー）——は、高地の人々が実際に生息する時空間世界を構成している。 率直に言えば、この基盤は次第に高地へと限定され、そこですら徐々に侵食されてきた。農村から都市への移住により、ケチュア語を話す人口の多くが沿岸の都市へと追いやられ、そこでその世界観は一世代のうちに薄れつつある。 ペンテコステ派への改宗は、5世紀にわたるカトリックによる根絶工作よりも決定的に「デスパチョ」の伝統を断ち切った。鉱山開発事業は「アプス」の斜面を占拠し、そこで働く労働者たちはもはやその儀式を行わない。この基盤は生きているが、再生される速度よりも速く失われつつある。

継続的な伝承としてのケロ族のパコ（霊能者）の系譜。 アプ・アウサンガテの東側斜面、標高14,000フィートを超えるケロ族の高地集落において、パコの系譜は5世紀にわたる弾圧の中でも途切れることなく伝承されてきた。これには、パンパミサヨク（コミュニティレベルの施術者）、アルトミサヨク（アプと直接的な関係を持つ者）、 そして稀有なkuraq akulleq（最高位、全体構造の達人）という階級で区別される、イニシエーションを受けたメディスン・ピープルによって、5世紀にわたる弾圧の中でも途切れることなく伝承されてきた。この系譜は、シャーマニズム地図学が最も精緻に明示するものを伝えている。すなわち、発光エネルギーフィールドの八つのñawiからなる解剖学、hucha浄化の技術、転生を超えた魂の弧における役割がこれほど深く語られることのない第八のチャクラWiracocha、 師匠が弟子に系譜の本質を伝えるための光の糸によるkarpay伝授、そして神聖な相互性のayni文法。20世紀半ばの人類学調査を通じてケロ族がより広い認識へと「現れた」こと、そして本来の文化的基盤が弱体化する中でその本質を継承させるため、高位のpaqo評議会が訓練を受けた外部者に教えるという意図的な決断を下したこと、 これらによって、その系譜は主にドン・アントニオ・モラレスと、彼が公認した長老たちを通じて現代の世界へと伝えられた。率直に言えば、この系譜の存続は少数の達人たちの功績によるものであり、弟子入りの道は狭く厳しい。また、本来の標高で系譜を維持するための条件は、気候変動による氷河の後退、周辺地域への資源採掘の圧力、 そして、現金経済に参加するためにクスコやリマへと若きケロ族が着実に流出していることなどにより、弱体化している。

アンデスの農業の天才。 ペルーは世界有数の独立した農業発明の中心地の一つであり、アンデスの農学の歴史は、いかなる文明が生み出した中でも最も洗練された土地利用システムの一つである。アンデネス ——アンデス山脈の斜面を駆け上がる段々畑のネットワーク——は、地下帯水層を涵養し、乾季を通じて水を供給する統合されたアムナ灌漑水路を備え、山腹を耕作可能な台地へと変貌させた。在来作物の生物多様性は驚異的である。3,800種以上が記録されているジャガイモ、アマルサス科の穀物であるキヌアとカニワ、塊茎類のオカ、ウルク、マシュア、キウィチャ （アマランサス）、タルウィ（アンデスルピナス）などがある。チュニョという凍結乾燥保存技術により、数年にも及ぶ凍結・融解のサイクルを超えてジャガイモを長期保存することが可能となった。チチカカ湖畔のワル・ワルと呼ばれる高床式湿地農業、種子の保存や畑の準備がアイユ（共同体）全体で循環するアイニ（相互扶助）に基づく共同労働 ——このシステムは、2000年にわたる標高と気候の変動の中で絶えず即興的に適応し続け、地球上で最も過酷な地形の一つにおいて、約1200万人の帝国を支えてきた。率直に言えば、このシステムは急速に解体されつつある。小規模農家（campesino）による農業は、輸出向けの工業的単一栽培 （アスパラガス、ブルーベリー、アボカド、食卓用ブドウ）にその地位を奪われつつある。在来種のジャガイモ栽培は専門的なニッチ市場へと縮小し、沿岸部の帯水層の枯渇は深刻である。かつては高地の主食においてほぼ完全だったペルーの食糧自給率は、今や輸入小麦、大豆、植物油、加工食品への深刻な依存状態に陥っている。その卓越した知恵は、文化的記憶や、現存する特定の協同組合、種子保存ネットワークの中に残されているが、 しかし、それを人口規模で機能させるための条件は、実質的に失われてしまった。

インカ以前の文明の深み。 アンデス文明に関する国際的な認識の多くは、インカと15世紀の帝国時代へと収束してしまうが、これはクスコやマチュピチュ観光による文化的威信経済によってさらに強化されている。より完全な記録はそれより古く、構造的にもより興味深いものである。 カラルのノルテ・チコ遺跡群（紀元前3000年頃）は、古代エジプトやメソポタミアと同時代のものである。チャビン・デ・ワンタルのチャビン教儀礼複合体（紀元前900年頃）は、高地、沿岸、アマゾンの図像を地域横断的な儀礼体系に統合していた。 北海岸のモチェ（西暦100～700年）は洗練された肖像陶器と灌漑技術を築き上げ、ナスカは儀式的な機能について今なお議論の的となっている砂漠の地上絵を刻み、高地のワリ国家（西暦600～1000年）とボリビアのアルティプラノにあるティワナク国家 （西暦500～1000年）は、後にインカが継承し確立することになる帝国行政の枠組みを発展させた。インカの偉業は、2000年にわたって蓄積された高地文明の実践——カパック・ニャン 3万キロメートル以上に及ぶ道路網「カパック・ニャン」、結び紐による記録システム「キプ」、労働の互恵制度「ミタ」、そして沿岸の砂漠からアルティプラノ、雲霧林「ユンガ」、アマゾンの「セルバ」に至る4つの異なる生態系層の統合。率直な指摘をすれば、その深みは実在するものの、観光経済的な演出によって平坦化されている。 征服後の数世紀の間に、古い伝統の目に見える制度的担い手は断片的な存続に縮小され、その結果、現代のペルー人の大半は、自らの遺産であるインカ以前の層に真剣に向き合う機会を奪われてしまった。

生きた哲学言語としてのケチュア語とアイマラ語。 ルナシミ （ケチュア語）とアイマラ語は、宇宙論的構造、魂の解剖学、そして現実の時間的・循環的構造に関する独自の語彙を備えた、機能する哲学言語であり、これほど正確にそれらを表現できる西洋言語は存在しない。「パチャ」は世界、時間、空間を同時に指し示す——ケチュア人の精神が、インド・ヨーロッパ語族がコード化するようなデカルト的な分割なしに知覚する、一つの存在論的現実である。 パチャクティ — 世界の転覆 — は、文字通りの破滅的な逆転と、文明の秩序が周期的な再建を経るように構成されているという終末論的・循環的な認識の両方を指す。**スマク・カワイ（アイマラ語ではスーマ・カマニャ*）は、単なる消費や幸福に還元されない次元における「善き生」を指す。それは、宇宙、祖先、子孫、土地、そして共同体との正しい関係の統合であり、アンデス語彙においてDharma（宇宙的調和）の調和がもたらす実感としての質感である。 率直な補足として：両言語とも、スペイン語による教育やメディアの持続的な圧力の下で話者を失いつつある。1975年の憲法によるケチュア語の公認や、それに続くアイマラ語の公認拡大は、状況が求める制度的インフラ（カリキュラム、放送、 公的業務への採用）を生み出していない。現在、家庭でケチュア語を話すペルー人は約13～15％であり、独立当時は過半数を占めていたが減少している。アイマラ語話者は人口の約2％である。これらの言語は生き続けているが、衰退しつつある。

これら5つの公認は、ペルーが文明の「Dharma（基盤）」として生きた形で保持しているものを指し示している。各項目に付された注記は、反論としてではなく、本記事の残りの部分が展開されるための診断的土台として機能する。基盤の保存と基盤の浸食は、異なる深さで読み解かれた同一の現象であり、その両方を捉えなければ、回復について正直に語ることはできない。





中心：Dharma


Llank’ay、Yachay、Munay：三つの道

アンデスの世界観は、三項構造を通じて統合された人間生活の道を提示する。Llank’ayは身体の働き——肉体労働、土壌の耕作、人が物質的な生活を維持するための身体化された能力——を指し、**Yachayは心の働き——知識、洞察力、世界を正しく理解することを可能にする鍛錬された視覚——を指す。Munayは心の働き——愛の意志、自己を超え、献身するに値するものへと人生を導く目的の活力を与える力*——を指す。これら三つは段階ではなく、同時進行する次元であり、いずれか一つが欠けることは他の二つも損なうことになる。

これが明示しているのは、ハーモニズムが「奉仕（身体による労働の捧げもの）」「学び（心による正しい見方の涵養）」「在り（心が愛の意志に根ざし、そこから他が活気づくこと）」の三つの領域にまたがって作用する「Dharma（調和の力）」として説くものである。「Munay（愛の意志）」は、「Dharma（愛の意志）」——他のあらゆる涵養の方向性を定めるもの——に対応する心の領域であり、 「ムナイのない男は危険な男である」というケロ族の教えは というケロ族の教えは、心に根ざさない知性や能力は、目的から切り離された手段的な力に堕してしまうという構造的真実を名指ししている。この三つの要素の体系的な展開は、ドン・アントニオ・モラレスや高地のパコ評議会を通じて伝承されたケロ族の教えの体系の中に生き続けている。現代英語によるその展開は、アルベルト・ヴィロルドの『4つの気づき』や、より広範なフォー・ウィンズ（Four Winds）のカリキュラムを通じて見られる。

ハーモニズムの文明におけるDharma（神聖な相互関係）の教義との一致は明白である。 「Ayni」（聖なる相互性）とは、コミュニティが三つの三項関係（triadic registers）すべてにおいて「Dharma」と調和を図るための集合的な倫理的構造である。共同労働の「llank’ay」は「ayllu」と「Pachamama」へと還る。蓄積された知識の「yachay」は、取引ではなく義務として長老から若者へと受け継がれる。正しい意図の「munay」が、その両方を統括する。 ギリシャの伝統が宇宙の秩序をLogos（秩序）として、人間の調和をnomos（法）とdikaiosynē（正義）として表現し、ヴェーダの伝統が宇宙の秩序をṚta（法）として、人間の調和をDharma（正義）として表現する一方で、アンデスの伝統は、宇宙の秩序をPacha（パチャ）そのものに内在する調和的な秩序として、人間の調和をayni（アイニ）として表現する。ayniとは、万物が共有する関係的な相互扶助において、人間が参加者であり続けることを維持する、集団的なダルマ的姿勢である。 この二つの次元は概念的に区別される。「Pacha-as-cosmos」（根底にある組織化の知性、Logosと同源）と「ayni-as-human-alignment」（Dharmaと同源）は、アンデス語彙において、Logos → Dharmaという連鎖を指し示す。

パコの役割とは、宇宙との調和の中で歩み、他者が同じことを行えるよう助ける者である――仲介的な意味での司祭でも、階層的な意味でのグルでもないが、 しかし、その場（フィールド）を感知し、妨げとなるものを取り除き、karpayを伝達し、Wiracochaが頭頂部を通じて身体の中心を再び上へと集めるその瞬間まで、死の床にある者の傍らに寄り添うことを学んだ実践者である。ケロ族には独立した宗教はない。彼らには修養があり、そこでは、教義の正しさではなく、実証可能な結果によって、予見者の能力が検証される。 これは、ハーモニズムが自らの基盤として掲げる認識論的姿勢と同じものである。



調和的実在論としてのパチャママと生ける宇宙

アンデスの宇宙論は、宇宙が生きていることを信じるのではなく、そう認識している。パチャママ（大地の母）は、象徴や擬人化ではなく、存在論的な現実である。その身体は土であり、その息吹は季節の循環であり、その生み出す力は、高地や沿岸の谷間が宿す多様な生物多様性そのものである。 季節の暦――パウカル・ワライ（雨季の開花）、インティ・ライミ（冬至の太陽祭）、収穫のサイクル――は、呼吸が動物の身体のリズムであるのと同様に、パチャママの身体のリズムである。飲酒前のティンカで彼女に語りかけ、 農作業の前に『デスパチョ』を捧げ、雨季を前に『クイユル・リティ』の儀式を行うことは、単なる敬虔な身振りではなく、アンデスの宇宙観が現実の構造として認める、二つの生命体間の真の相互交流である。

アプ（apus）はこの認識をさらに広げる。主要な山々はそれぞれ、名前と個性、そして周囲の谷々との固有の関係を持つ存在である。アプ・アウサンガテはヴィルカノタ山脈を司り、アプ・サルカンタイはヴィルカバンバを支え、アプ・ワスカランはコルディジェラ・ブランカにおいて特別な力を有している。 アプたちは、その威厳に見合ったデスパチョ（供物）を受け取る。一方、ニュスタ（雌の山霊。しばしば泉やコチャ（高地の湖）と結びつけられる）たちも、独自の供物を受け取る。アンデスの文脈において、これらはいずれも比喩ではない。これらは、これらの存在と絶えず関わり合い、その関わりから検証可能な結果が生じると報告する実践者たちの生活において、実際に作用している宇宙論そのものである。

調和主義 これは、現実が「Logos（宇宙に内在する調和的な知性）」に遍満しており、それが生きた存在として物質世界に遍在するという教義、すなわち「調和実在論」の先住民による表現であると解釈される。アンデスのapusは、日本の文脈におけるkami、ギリシャの文脈におけるdaimones、ヴェーダの文脈におけるdevata、 ローマにおけるgenii loci（守護精霊）である。Logosは、特定の場所に集中した調和的な一貫性として顕現する。相補的対立のyanantin原理——最深部に至るまで関係的な相互性としての宇宙——は、Logos -文法である。ハーモニズムは、5つの地図の収束を通じてこれを読み解く。アンデスの宇宙観は、内向きの転換が明らかにするものを示す収束的な証言であり、ハーモニズムの教義が導き出される構成的な源泉ではない。それは、従属関係ではなく対等な関係において尊重される地図である。

基層となる宇宙論と、その上に重なる政治・文化的層との区別は重要である。1532年以降のスペイン・カトリックによる征服は、アンデスの宇宙論を制度的なカトリックの機構に置き換えることを意図した、偶像崇拝の根絶体制を強要し、アンデス宇宙論を制度的なカトリックの機構に置き換えようとした。しかし生き残ったのは、置き換えではなくシンクレティズムであった――コパカバーナの聖母が、古来のパチャママの儀式が彼女に向けて送り続けた供物を受け取り、高地の村々の守護聖人の祭典が、アプを正統な聖人の中に組み込んだのである。1564年から1572年にかけての「タキ・オンコイ」運動――「「踊りの病」——は、初めて組織化された先住民の抵抗であり、その名称『レドゥクシオン（reducciones）』が示す通り、処刑や強制移住によってトレド政権によって鎮圧された。トレド政権後の偽装された実践——根絶者たちには見えなかったもの、植民地支配の手の届かない高地でケロ族が守り抜いたもの——こそが、20世紀に至っても認識されるほど十分に無傷で残った基盤である。パチャクティ神学は、 20世紀後半、解放カトリックの語彙と古来の循環的・終末論的認識を統合した先住民神学者たちによって体系化されたこの神学は、アンデス文明が自らを置かれていると理解する構造的局面を名指しする。すなわち、植民地・共和制の秩序が終わり、古来の基盤が新たな形で現れる「世界の転覆*」である。



魂の構造：保存された八つのナウィ、開かれた民間の実践

ペルーは、いかなる文明が保存してきたものの中でも最も明確に体系化された魂の解剖学の一つを保持している。それは、ケロの系譜を通じて伝承されてきた「光のエネルギー場」の八つのナウィ構造である。垂直軸に沿った七つの身体中心は、タントラ伝統の七つのチャクラと密接に対応している。八番目のウィラコチャは、頭頂部から腕の長さほど上、やや前方に位置し、魂の中心である。ここは、個人の光の構造が、より広範な「Logos（光のフィールド）」や、多くの転生を貫く大きな魂の弧と接合する点である。この機能的な構造は、これほど深く解明されている例は他にはない。ウィラコチャは、転生時に七つの身体中心を展開し、死の際にそれらを折りたたむ。 魂が第八のセンターを通って去る準備をするにつれ、センターは下から上へと輝きを失っていく。フチャ浄化技術――パコが刻印を特定し、凝縮したエネルギーを解放し、センターが本来の輝きを取り戻すのを助ける「イルミネーション・プロセス」――は、実践の解剖学に対するアンデス流派の貢献であり、さらなる発展が安定する前に障害となるものを浄化するクンダリーニの昇華に対し、さらなる発展が安定する前に障害となるものを浄化するというヴィア・ネガティヴァを組み合わせたものである。詳細な解説は シャーマニズムとハーモニズム および チャクラに関する実証的証拠 に掲載されている。

深層で守られているのは、系譜によって保持される修養——すなわち、カルパイを通じて伝承され、イニシエーションを受けたメディスン・ピープルの中で機能するパコのカリキュラムである。一方、一般大衆のレベルでは、完全に一般人がアクセス可能な体現された修養という構造が依然として脆弱なままである。 ケロのカリキュラムは、決して民主的に普及したものではなく、ヘシカストやスーフィーの修行がそれぞれの伝統の中で血統によって保持されているのと同様に、常に血統によって保持されてきた。アンデスの宇宙観は、一般大衆レベルでの宇宙論的基盤を提供したが、八つのñawis（ナウィ）からなる深層の構造は、paqo（パコ）たちを通じてのみ機能していた。 これこそがシャーマニズムの流派に固有の構造であり、欠陥などではない。それは、魂の解剖学に関する深層の知において、あらゆる地図学が示すのと同じ、血統によって保持される構造なのである。

文明全体にわたる開かれた視野こそが、ハーモニズムが5つの地図（世界地図）の全域から統合するものである。すなわち、インド（クリヤ・ヨガのチャクラ上昇、ウパニシャッドの心に関する教義、タントラの微細体修養）、ギリシャ（プラトン・新プラトン主義的な上昇）、アブラハムの系譜に属する瞑想的伝統（ヘシカストのtheosis、スーフィズムの「心の段階」）、中国の （道教の内丹術、三宝）。ペルーの読者にとって、これは単なる異文化の要素の付加ではない。それは、アンデス先住民の基盤が、同じ内なる領域を証言する五つの対等かつ収束する証言の一つとして自らを認識することを可能にする、地図間を横断する語彙であり、 。そしてそれは、パコの系譜がその専門的な深みにおいて伝承するものを超えて、修養の領域を拡張し得るものである。ケロの基盤が置き換えられるわけではない。それは、ハーモニズムが統合するより広範な地図学の中で文脈化されるのである。『導師と案内人』は構造的な終着点を明示している。すなわち、修養の形態は単なる手段であり、統合された道の究極の目的は、形態への永続的な従属者ではなく、直接的な地盤に立つ「実現した実践者」を生み出すことにある。






1. エコロジー

2500年にわたって蓄積されてきたアンデスの生態学的知見は、いかなる文明が生み出したものであっても最も洗練された土地利用システムの一つである。アンデネスの段々畑ネットワーク、地下帯水層を涵養するアムナス、チチカカ湖岸のワル・ワル高床式湿地農業、単一のaylluが複数の標高帯を耕作し、いずれかの層の不作に備える「垂直群島」戦略――これらが一体となって、生きた地球規模の遺産を構成し、その基盤を枯渇させることなく、数世紀にわたり帝国規模で機能し続けてきた。ペルー領土の半分以上を占めるアマゾン地域は、地球上のいかなる地域にも匹敵する生物多様性を有している。yungas 雲霧林帯、プナ高地草原、そしてロマ沿岸霧生態系を擁するペルーは、地球上で最も生態学的に多様な単一の領土の一つである。

現代における破壊は甚大であり、その主因は資源採掘にある。ペルーは世界有数の銅生産国（アンタミナ、ラス・バンバス、セロ・ベルデ、トケパラ）であり、主要な金生産国でもある（カハマルカのヤナコチャは、累積生産量において南米最大の金鉱山である）； マドレ・デ・ディオスの砂金採掘地帯では、数十万ヘクタールのアマゾン熱帯雨林が破壊され、水銀汚染により地元の魚に依存する住民の健康が脅かされている。2009年のバグア虐殺や、ヤナコチャの拡張計画を阻止した2011年から2012年にかけてのコンガ運動は、現地住民の抵抗の規模とその代償の大きさを示している。沿岸部における工業的単一栽培 （アスパラガス、ブルーベリー、アボカド、 テーブルグレープ）は、沿岸の帯水層を補充量以下まで枯渇させている。

回復への道筋には、エクアドルやボリビアで勢力を拡大し、ペルーではまだ初期段階にある「自然の法的権利」運動が含まれる。これは、現在基盤を支配する搾取的論理に対抗し、法の中でパチャママの地位を明確にしようとするものである。より根本的な回復とは、アイニを媒介とするカンペシーノ農業の再活性化、アムナと*アンデネス**システムの復元、そして現在先住民コミュニティの拒否権を無効にしている鉱業権の改革である。この回復の基盤は、高地のayllusやアマゾンの先住民連盟の中に生き続けているが、国家政策が搾取経済に掌握されているため、政治的条件は依然として阻害されている。体系的な生態学的診断は、精神的な危機および唯物論と調和論に示されている。





2. 健康

アンデスおよびアマゾンの人々の癒しの伝統は、いかなる文明が築いてきたものの中でも、最も体系化された医療文化の一つである。「Curanderismo」——アンデスの民間療法を総称する言葉——は、植物療法、 エネルギーワーク、despacho（供物）、そしてpaqo（ヒーラー）による直接的な介入を、統一された体系の中に統合している。沿岸部のcurandero（キュランデロ）の系譜（特に、mesada nocturna（夜の癒しの儀式）を通じて伝承されるSan Pedro（サン・ペドロ）の聖なるサボテンの伝統）や、アマゾンのvegetalista（ベゲタリスタ） の系譜（主にアヤワスカを用いる）は、何世紀にもわたって蓄積された洗練された民族薬理学的知識を保持している。マカ、ウニャ・デ・ガト、ムニャ、コカ（葉の形態において、世界的な麻薬戦争の標的となっている犯罪化された派生物ではなく、高地の中心的な伝統薬として）、アヤワスカ、 サン・ペドロ——これらを基盤とする伝統は、地球上で最も重要な生きた薬用伝統の一つである。

ペルーの現代の医療状況は深刻な歪みを帯びている。GDPに占める公的医療支出の割合はラテンアメリカで最低水準にあり、 農村部の診療所へのアクセスは不十分である。COVID-19の死亡者数は、長期間にわたりペルーを世界一の1人当たり死亡率に位置づけ、深刻な圧力下で公衆衛生体制が構造的に崩壊していることを露呈した。高地地域の母子死亡率、 高地地域の子供たちの慢性貧血、そして食生活の変化に伴う慢性疾患の蔓延が、この脆弱性をさらに悪化させている。数十年にわたる提唱や、ペルーによる先住民の権利に関する枠組みである「第169号条約」の批准にもかかわらず、curanderismo（伝統医療）の公的医療システムへの統合は依然として限定的である。

回復への道筋は、現存する伝統的な治療法を一次医療の枠組みに実質的に統合すること、農村部やアマゾン地域への医療アクセスを真に実現する制度改革、 超加工食品への移行に対抗して在来作物を基盤とする食文化を再活性化すること；そして、「健康の輪（Wheel of 健康）」が文明規模で包括するものを、campesino（農民）とpaqo（シャーマン）の基盤が継続的に担う実践の再活性化を通じて、より広範に回復させることである。体系的な取り組みは、大手製薬会社 および 精神的な危機 に掲載されている。





3. 親族関係

ayllu（アイル）——インカ以前よりアンデス地域の生活を組織してきた、親族関係に基づき、土地に根ざした共同体単位——は、西部の空洞化が診断する現代的な分断化に対する構造的な答えである。ayllusは、親族集団（共通の祖先からの血縁によって組織され、しばしば神話的にコード化されている）、領土単位（特定の段々畑、牧草地、 水利用権を有する）、労働協同組合（農業やインフラ整備活動を構造化する「ミンカ」という共同労働や「アイニ」という労働交換の制度を有する）、そして儀礼共同体（独自の「デスパチョ」の周期、独自の「アプ」との関係、独自の季節暦を有する）。スペイン・カトリック系の「コンパドラスゴ」制度——擬似親族関係の制度的構造としての名付け親制度——は、アイルの論理に取って代わるのではなく、その中に吸収された。 高地コミュニティにおけるパドリノ／マドリナのネットワークは、アイルの代替としてではなく、その関係性の密度を拡張するものとして機能している。共有された高地の集落における3～4世代にわたる拡大家族、近隣のアイルが儀式的（時には様式化された戦闘という形で）に集うティンクイ祭、共有されたアプへの信仰を通じて地域を結びつける季節ごとの巡礼ネットワーク： この関係性のインフラは、現代文明が保持する中で最も無傷に近いものである。

現代における断絶は、高地コミュニティを空洞化させ、リマ、アレキパ、トルヒージョ、チクラヨ、そして沿岸部の二次都市へと人々を流出させた農村から都市への移住である。リマだけで全国人口の3分の1近くを占めている（全国人口約3300万に対し、首都圏は約1000万人）。20世紀後半に非公式な居住拡大を通じて成長した「プエブロス・ホベネス」（「コノ・ノルテ」、「コノ・スル」、 コノ・エステといった周辺地域は、20世紀後半にかけて非公式な占拠によって拡大した）には、都市規模でアイルの文法を都市規模で再構築しようとしているが、その成果は部分的なものに留まっている。片親世帯、父親不在、そしてより広範な核家族化の進行は、後期近代における一般的な診断が示すパターンと一致している。2002年の国勢調査では、ペルー世帯の約29％が核家族であったが、その後の調査では、より小規模で分断された世帯構造への移行が続いていることが示されている。率直に言えば、aylluの文法は、他のどのラテンアメリカ諸国よりもペルーの農村部で強く存続しており、その回復の方向性——ミンカを通じた共同労働の再活性化、コムニダッド・カンペシーナの法的地位を、それを解散させようとする開発・搾取的な圧力から守ること、世代間世帯構造の支援——には、分断化の道をさらに進んだ国々にはない資源を活用できる余地がある。

2009年のcomunidad campesinaの法的枠組みの改革、Ley de Tierras一連の措置によるcomunidades nativasの土地権の着実な浸食、 そして採掘権付与による「アイユ」所有地への構造的圧力は、法的基盤を弱体化させたが、文化的基盤はより持続的に維持されてきた。この文明自身の資源から導き出される復興の方向性は、「コムニダッド」という形態の制度的防衛、「ミンカ」および「アイニ」の労働構造に対する政策的支援、そして「アイユ」を遺物ではなくモデルとして位置づける文化的・教育的再活性化である。





4. 管理

タワンティンスユに対するインカの統治体制は、前近代文明が生み出した物質経済システムの中でも、最も精巧に構築されたものの一つであった。3万キロメートル以上に及ぶカパク・ニャン道路網は、海岸の砂漠から標高5,000メートルを超える高地の峠に至る地形を横断する、人工的に整備されたルートを通じて、4つのスユを結びつけていた。タンポ の宿駅は、一日の行程ごとに配置され、国家運営のための食糧と宿泊施設を備えていた。高地の貯蔵庫であるqollqaは、数年にわたる気候変動に備えて穀物やchuñoを備蓄し、 キプは広大な距離を越えて在庫と行政記録を追跡し、ミタという労働相互扶助制度は、ローテーションの原則に基づいて帝国インフラへの住民の貢献を組織化したが、これは後にスペイン人によって植民地時代の強制労働へと歪められた。クスコの城壁が今も示す、モルタルを使わない巨石建築の精密さは、その後のほぼすべてを破壊した半世紀にわたる地震活動をも乗り越えて生き残った、資材管理の成果である。

現代における歪みとは、先住民の生産能力の実質的な崩壊と、それに取って代わった依存経済である。 ペルーは一次産品（銅、金、銀、魚粉、農産物）を輸出し、製造品、加工食品、燃料、工業用原材料を輸入している。これは、20世紀半ばにラテンアメリカの構造主義的伝統が指摘した典型的な搾取的パターンであり、根本的には変わっていない。インフラの不足は深刻で、高地やアマゾン地域の州における水道・衛生設備の普及率は、依然として都市部や沿岸部の水準を大きく下回っている。歴史的にアンデス地域の食糧生産を支えてきた歴史的にアンデス地域の食糧生産を支えてきたカンペシーノの小規模農地は、輸出向けの工業的単一栽培に押され、その地位を失っている。手工芸の伝統（アヤクチョのレタブロ*、チンチェロやタキーレの織物、チュルカナスの陶芸）は特定のニッチで生き残っているものの、中心的な生産様式というよりは、文化的例外として機能しているに過ぎない。

回復に向けた方向性は、輸出向け単一栽培による駆逐に対抗してカンペシーノの生産基盤を実質的に支援すること；真の地域社会の同意と生態学的説明責任を義務付ける鉱業権の構造改革；現在それらを商品化している観光経済の論理とは異なる制度的支援を通じて、伝統工芸の系譜を再活性化すること；価値を搾取する輸出志向の中間流通を排除し、高地の生産と沿岸部の都市消費を再接続するバイオリージョナルなサプライチェーンの再構築である。





5. ガバナンス

ペルーのガバナンス状況は、過去10年間にわたり、文化的威信という表層では吸収しきれないほどの、露骨な機能不全へと陥っている。2016年から2024年の間に6人の大統領が就任した――ペドロ・パブロ・クチンスキ（2016–2018年、弾劾に先立ち辞任）、 マルティン・ビスカラ（2018–2020年、弾劾）、マヌエル・メリノ（2020年、5日間にわたる大規模な抗議活動と死者を伴う弾圧の末に辞任）、フランシスコ・サガスティ（2020–2021年、暫定大統領）、ペドロ・カスティージョ（2021–2022年、クーデター未遂、罷免・収監）、 ディナ・ボルーアルテ（2022年～現在、現代ペルー史上最悪の市民抗議活動による死者数を記録している）。議会は7年間で3人の大統領を弾劾または辞任に追い込んだ。憲法裁判所と検察庁は派閥の対立の中で政治的武器として利用されてきた。政党制度は事実上崩壊しており、現在の国会議員の多くは、政策的な内容を持たずに活動する「便宜的な選挙連合」から選出されている。**ボルーアルテ政権による2022年12月～2023年3月の高地地域での動員（主にケチュア語・アイマラ語を話すアヤクチョ、アプリーマック、クスコ、プーノ、アレキパ*のケチュア語・アイマラ語を話すコミュニティが中心となり、カスティージョ大統領の解任後に再選挙を要求した——に対する対応は、主に治安部隊の発砲により約50名の民間人の死者を出し、その後、米州人権委員会はこの対応を「超法規的殺害と一致するパターンを含む」と認定した。国家機構は、自国民の相当な部分と公然と対立する形で機能している。

より根深い構造的要因は、リマに集中する「クリオージョ」と呼ばれる沿岸部の政治階級と、アンデス・アマゾン地域の先住民およびメスティーソからなる多数派との間に、未だ癒えていない植民地時代の亀裂が存在することである。ホセ・カルロス・マリアテギは『ペルー現実の解釈に関する七つのエッセイ』 （1928年）において、この構造的状況を名指しした。すなわち、先住民問題はペルー政治の根本的な問題であり、これに対処しないいかなる政治的枠組みも、根本的な虚偽の中で機能しているのだ。フェリペ・グアマン・ポマ・デ・アヤラの『ヌエバ・クロニカ・イ・ブエン・ゴビエルノ』 （1615年頃）は、4世紀も前に植民地時代の内部から同じ診断を提示しており、アンデス的倫理・宇宙論的原則に基づく「ブエン・ゴビエルノ（善政）」に何が必要かを明確に提案していた。この診断は4世紀にわたりペルーの知的生活において常に存在してきたが、深層的な政治的・制度的対応を生み出すには至っていない。

1980年の「光の道」の反乱、1990年から2000年にかけてのアルベルト・フジモリによる権威主義的・新自由主義的な体制の確立、2001年以降の政治家全体が関与した「ラヴァ・ジャト」（オデブレヒト）事件、 自己クーデターと投獄に終わったペドロ・カスティージョによる農民・教師出身の大統領職――これらの各事例は、政治階級が状況が求める実質的な同意や能力なしに運営されていること、そして先住民・アンデス系多数派の政治的表現が、抑圧（センデロ紛争、2022～2023年の弾圧）、取り込まれ（トレドやフマラによるポピュリスト的・アンデス的なレトリックのパフォーマンス）、あるいは消耗させられてきた（カスティージョの崩壊）という事実を、それぞれの事例が裏付けている。この診断を阻んでいるのはコンセンサスではなく、国家による暴力と、高地の先住民の現実から沿岸部のクリオージョ階級を隔てる文化的・威信的な隔壁である。

回復への道筋は、さらなる西洋式自由民主主義の輸入ではない――そのモデルは自らの機能不全を輸出するものであり、自由主義と調和主義 および 西部の空洞化 でそれらが詳述されている――また、フジモリ–カスティージョの連鎖が示したような、ポピュリスト的・権威主義的な循環的な逆転でもない。それは、先住民・アンデス地域の政治的資源、すなわちアイル（ayllu）とコムニダッド・カンペシーナ（comunidad campesina） を、地域事務に対する真の補完性を備えた基礎的な政治・行政単位として位置づけること；カパク・ニャンに由来する、政治的権威は統治すべき民衆の上に君臨するのではなく、相互的な宇宙秩序に奉仕して機能するという認識；マリアテギに由来する、先住民問題が根本的な問題であり、これを括弧に入れてしまう統治枠組みは真実の範囲内で機能し得ないという認識； グアマン・ポマに由来する認識、すなわち「ブエン・ゴビエルノ（良き統治）」には、植民地的な上層構造の継続的な押し付けではなく、アンデス固有の倫理的・宇宙論的原則を政治・制度的構造に統合することが必要であるという認識。構造改革——あらゆるレベルでの有意義な先住民言語教育、自領土における採掘権許諾に対する「コミューニダ・カンペシーナ」および「コミューニダ・ナティバ」の拒否権、 リマの中央政府から高地およびアマゾン地域の州に真の予算・政策上の自治権を与える地方分権、検察による武器化に対処する刑事手続改革——これらは、この文明自身の資源から導き出すことができる。しかし、それらを活性化させるための文化的条件はまだ整っていない。





6. 金融

ペルーのソル（正式名称はヌエボ・ソル。1980年代後半のハイパーインフレ後に1991年に導入され、2015年にソルへ改称）は、過去30年間においてラテンアメリカで比較的安定した通貨の一つであり、これはペルー中央準備銀行の技術的能力と、ハイパーインフレ後の金融規律に関する政治的合意を反映している。 ただし、正直に言えば、ペルーは消費者経済のレベルにおいて実質的なドル化が進んでいる。銀行預金、不動産取引、高額商品の購入、貯蓄のかなりの割合がドル建てであるか、ドルで保有されており、これは1980年代のソルの崩壊や、ペルーを標準的なワシントン・コンセンサスの通貨体制に縛り付けたフジモリ時代の「ブレイディ・プラン」による和解が、ペルーをワシントン・コンセンサスの標準的な通貨体制に縛り付けたことによるものである。ソルの相対的な安定は、広範な越境的体制が課すドルペッグ制の規律への、通貨主権の大幅な従属を通じて獲得されたものである。

送金への依存度は極めて高い――ペルー人移民（主に米国、スペイン、イタリア、アルゼンチン、チリ在住）は、毎年数十億ドルを本国へ送金している。 コカイン経済という影の経済は、公式の枠組みでは認められないもう一つの巨大な資金の流れとして機能している。ペルーはコロンビアやボリビアと並び、世界有数のコカ生産国であり、VRAEMやアルト・ワジャガが主要な栽培地域となっている。この取引は年間数10億ドル規模の非公式な資本流動を生み出しており、その多くはハワラ（hawala）のようなネットワークを通じて、公式の銀行システムでは規制できない不動産市場や消費部門へと流入している。 商品輸出収入（銅、金、銀、魚粉）への構造的依存は、ペルーの財政状況を、同国が影響力を持たない世界的な価格サイクルに縛り付けている。多国籍鉱業資本に対する国家の弱体化が数十年にわたり続く中、鉱業ロイヤルティ制度は下方修正されてきた。ペルーの主要企業の実質的な所有権は、チリ、ブラジル、メキシコ、および英米の資本を通じて、次第に多国籍化している。

回復への道筋は、公共投資のための真の資源地代を確保するための鉱業ロイヤルティ制度の実質的な再交渉、ドル化という制約下での通貨主権の再活性化（現在の状況下では明確な解決策のない困難な構造的問題）、そして国民が実際に参加できる税制・年金制度を通じた実質的な非公式部門 （雇用全体の約70％と推定される）を、国民が実際に参加できる税制・年金制度を通じて制度化すること；現在、正規銀行システムから排除されているcampesino（農民）および小規模鉱山労働者の信用・貯蓄協同組合に対する実質的な支援を行うことである。ペルーがayni（互恵）を媒介とする文化の中に抱える基盤、現存するミンカ労働制度、そしてコムニダ・カンペシーナの共同資源枠組みは、地域通貨の実験や、現在の標準的な国際金融構造によって置き換えられている協同組合金融モデルのための文化的素材を提供している。より広範な金融支配のパターンに対する体系的な考察は『金融アーキテクチャ』に詳述されている。ペルーの具体的な立場は、同国が現在の立場から実質的に再構築できない構造内における脆弱な主権である。





7. 防衛

ペルーの防衛状況は、文化的威信という表層によって覆い隠されている三つの構造的条件を反映している。すなわち、1980年から2000年にかけての「センデロ」紛争に対する未解決の清算、コカイン密輸取締体制の軍事化、そしてペルーの防衛調達と防衛態勢が、米国主導の地域安全保障エコシステムに統合されていることである。 1980年から2000年にかけての内戦――アビマエル・グスマン率いる毛沢東主義の反乱組織「センデロ・ルミノソ」、より小規模な「MRTA」の反乱、そして国家の対応――は、「真実と和解委員会」 （2003年）の報告書によれば、約7万人の死者を出し、犠牲者の約75％は高地およびアマゾン地域の州出身のケチュア語話者であった。この紛争の様相は典型的なものであった。反乱勢力は国家を標的としたのと同様に、徴兵に抵抗した地域の市民組織や先住民コミュニティも標的とした。一方、国家の対応——特にフジモリ政権初期の対反乱作戦下において——は、大規模な超法規的殺害、 強制失踪、拷問を引き起こし、これらは真実和解委員会の報告書や、バリオス・アルトスおよびラ・カントゥータの裁判記録に記録されている。歴史的検証は不完全であり、この紛争によって顕在化したアンデス高地の疎外を生み出した構造的要因は、根本的には解決されていない。

現代の防衛機構は、VRAEM およびアルト・ワジャガにおけるコカイン取締作戦に大部分を費やしており、Comando Conjunto de las Fuerzas Armadas（統合軍司令部）は、米国のDEAおよび南方軍と連携して合同パトロールおよび阻止任務を実施している。取締りの軍事化は、それ自体独自の構造的パターンを生み出している――麻薬密売容疑者に対する法外な殺害、密売地域における軍と警察機能の統合、国家よりもはるかに高給な経済活動に対して展開された下級兵士への腐敗圧力などである。 2022年から2023年にかけての高地での弾圧では、軍が市民の抗議活動に対して展開され、政治指導層の指示の下、防衛機構が自国民に対して行動を起こす意思を依然として持ち続けていることが示された。

異なる防衛姿勢の基盤は、アンデスにおける倫理的修養の「武道」に相当する伝統――宇宙論的・倫理的規律の中に武術的技能を統合した「パコ」戦士たちの伝統、認識可能なアンデス倫理的枠組みの中で先住民・政治・軍事の動員を明確に示した「トゥパク・アマル2世」時代の抵抗――および、正当な武力とは「Dharma（正義の法）」によって規律づけられた武力であるという広範な認識の中に存在する。 回復の方向性とは、真実和解委員会の調査結果に対する政治階級の抵抗に抗して、同委員会の勧告を実質的に履行することである。また、コカイン取締機能の非軍事化を図り、犯罪化体制が構造的に阻害している公衆衛生および経済開発へのアプローチを優先させることである。さらに、真のペルーの主権を認める条件で、米国との軍事協力枠組みを実質的に再交渉することである。 そして、先住民・アンデス地域の民間人に対する軍隊の展開が、単に物議を醸すだけでなく、憲法上および政治的に不可能となるよう、Fuerzas Armadas（ペルー軍）の制度改革を行うことである。現在の状況下では、これらの回復のいずれもが、構造的に目前に迫っているものではない。





8. 教育

サン・マルコス国立大学（1551年創立、アメリカ大陸で最も長く継続して運営されている大学）およびより広範なリマの大学伝統（ペルー・カトリック大学、カエタノ・エレディア大学）は、ラテンアメリカでも古くからの学術的伝統を継承しており、人文科学、社会科学、自然科学の各分野で多大な学術的成果を上げてきた。マリアテギ時代における先住民問題への取り組み、アルゲダスによる人類学と文学の統合、そしてより広範なクスコ派の先住民研究学派など――ペルーの知的生活は、政治的局面が求める分析的・明示的な伝統を継承している。ケロの系譜による伝承は、5世紀にわたる弾圧の時代においても、徒弟制度に基づく教育体系を保存してきた ——「カルパイ」の伝承、すなわち「パンパミサヨク」から「アルトミサヨク」、そして「クラク・アクレック」へと段階的に進む道筋、形式的なシステムの資格取得という論理ではなく、生きた系譜内での徒弟制度——は、狭くとも持続可能な形で現在も機能し続けている。

現代のペルーの公教育は、アンデス山脈の農村部やアマゾン地域において深刻な歪みを帯びている。 構造的に不十分である。ケチュア語とアイマラ語をスペイン語と並んで教育言語として正式に認める政策枠組みである「二言語間文化教育（Educación Intercultural Bilingüe, EIB）」は、30年にわたる公式な取り組みにもかかわらず、深刻な制度的弱さを抱えたまま運営されている。PISA評価では、ペルーは参加国の中で常に最下位近くに位置づけられている。測定された成果における農村と都市の格差は、ラテンアメリカで最も深刻な部類に入る。リマの大学システムはトップ層では相当な質を保っているが、より広範な公立および地方の大学では質が低い。universidades-empresas（企業提携大学）という現象は学位インフレの危機を招き、2014年のLey Universitaria（大学法）がこれに対処しようとしたが、結果はまちまちであった。

構造的に欠落しているのは、paqo（シャーマン）の徒弟制度、yachay（伝承）の伝統、そして先住民言語による認識論的基盤を、正式な教育体系に統合することである。アンデスの教育的基盤が完全に再活性化されれば、llank’ay（身体化された労働の規律）、yachay（知的修養）、そしてmunay （心の指向）を教育の全過程に統合することになるだろう。これは、ハーモニズムが「知恵」を中心とした『学びの輪』カリキュラムとして提示する、統合された三項の修養である。ハーモニズムの完全な体系は、調和教育法 および 教育の未来 に詳述されている。ペルーにおける回復の方向性は、憲法枠組みがすでに認めている深みまでEIBを実質的に拡大すること、資格取得の論理とは異なるpaqoおよびcuranderoの徒弟制度に対する制度的支援、 そして、教育とは「形成（formation）」ではなく「育成（cultivation）」であるという認識の文化的再活性化——植民地・共和制の教育体制が構造的に実行してきた、受動的な基質への外部からの形式の押し付けではなく、生きている人間と共に、その人が自らを最も豊かに表現できるよう働きかけること。





9. 科学技術

ペルーの科学技術の立場は、ラテンアメリカの主要経済国の中でも特に制約の多い部類に属する。研究開発（R&D）支出はGDPの0.2%を大きく下回り、ラテンアメリカ諸国の中で最下位近く、地域内の主要国よりも大幅に低い水準にある。主要な国立研究機関——Concytec、 農業研究機関のINIA、海洋研究機関のIMARPE、主要大学の研究センターなど――は、小規模な運営であり、予算面でも著しく脆弱である。頭脳流出は継続しており、帰国を促す環境は依然として不十分である。ペルーの農業および生物医学研究の伝統には、特定の強みが残されている――特に、リマにある国際ジャガイモセンターが世界最大のジャガイモ遺伝資源コレクションを保存していること、 カエタノ・エレディア大学における高地生理学研究、フンボルト海流漁業を基盤とする海洋生物学など——が挙げられるが、これらは国家的な科学技術能力というよりは、専門的なニッチ分野として機能しているに過ぎない。

現代の技術フロンティアにおいて、ペルーは主導者というよりは、実質的に消費者としての立場にある。デジタルインフラは主に米国や中国のプラットフォーム上で稼働しており、AI開発の動向はフロンティアの議論から事実上欠落している。また、RENIEC（国家身分証明書システム）、SUNAT（税務行政データ統合）、そしてより広範なEstado Digital デジタル化イニシアチブを通じて構築されている監視およびデジタルIDアーキテクチャは、ペルーをグローバルエリートおよび金融アーキテクチャで論じられているような越境的アーキテクチャに統合しているが、その基盤となるシステムに対する実質的な主権的統制は存在しない。標準的な政策対応——より多くの投資、より多くの提携、より多くの訓練——は、既存の軌道を追いつくことが正しい動きであるという前提の下で機能しているが、この前提についてはテクノロジーの究極の目的およびAIのオントロジーが異議を唱えている。

現代の技術フロンティアがまだ捉えきれていない、ペルーが持つ基盤とは、2500年にわたる高地文明が蓄積してきた、植物薬理学、農業遺伝学、気候適応工学、そして宇宙論的建築デザインに関する先住民の植物薬理学、農業遺伝学、気候適応工学、そして宇宙論的建築設計に関する先住民の伝統的知識であり、これらは2500年にわたる高地文明によって蓄積されたものである。 回復の方向性は、科学インフラへの共同アクセスのためにブラジル、チリ、アルゼンチンの研究能力と地域パートナーシップを築くこと、伝統的な薬典に対する現代製薬業界の関与を特徴づけてきたバイオプロスペクティングと特許取得のパターンに対して先住民の知識を実質的に擁護すること、そして、既存の軌道ではペルーが勝てないフロンティア領域での競争を模倣することに焦点を当てるのではなく、同国が実際に有する基盤 （在来作物の遺伝学、高地生理学、伝統医療体系、生態農学、先住民言語の言語・認知研究）を基盤として国家の研究優先順位を再調整すること。これらは、ペルーが現在の軌道では勝てない最先端分野での競争を模倣することではなく、また、Dharma（人間の育成）に沿った科学技術は、人間を置き換えるのではなく、その育成に寄与するという構造的な認識に基づくものである。教育とガバナンスの事前の回復なしには、これらの方向性のいずれも構造的に目前に迫るものではない。





10. コミュニケーション

ペルーのメディアは、ラテンアメリカにおいてさえ異例なほど集中している。「エル・コマールシオ」グループは、主要な印刷媒体、放送、デジタルニュース媒体（『エル・コマールシオ』紙、『トロメ』タブロイド紙、『アメリカー・テレヴィシオン』、『カナルN』）を支配しており、全国の新聞読者層の約80％と、放送市場における相当なシェアを占めている。 ラジオ分野では『RPP』ネットワークが全国的な放送網の基盤を築いており、『グルポ・ラ・レプブリカ』が第二の新聞グループとして運営されている。テレビ放送の分野では、主要な経済エリートの利益と実質的に結びついた少数の大手チャンネルが支配的であり、20年にわたる収益の縮小と編集上の圧力により、調査報道の能力は低下している。

ケチュア語メディアは、主に特定のラジオ局（特にプノの『ラジオ・パチャママ』や『ラジオ・ナシオナル』のケチュア語番組）によって維持されており、その到達範囲と資金規模は限定的である。アイマラ語メディアも同様に制約を受けている。ケチュア語とアイマラ語を共同公用語とする憲法上の規定にもかかわらず、これらの言語による本格的な公共放送インフラは整備されていない。 ソーシャルメディア・プラットフォームは広範なリーチを持ち、典型的な二極化と分断化をもたらしつつ、2016年以降の政情不安下において政治的動員の主要な場となっている。

異なるコミュニケーション構造の基盤は、ルナシミ（ケチュア語およびアイマラ語）の言語・文化的遺産、アヤクチョ、クスコ、プーノ、およびアマゾン地域の各州で生き残っている地方紙の伝統、そしてサン・マルコス主導の文学的伝統が維持してきた高い読書文化の中に存在する。回復に向けた方向性は、エル・コマールシオ級の大手メディアによる市場集中に対する独占禁止法に基づく措置、 憲法上の公約に見合う規模でのケチュア語・アイマラ語公共放送の拡大；現在の広告・コングロマリット経済によって体系的に周縁化されている独立系ジャーナリズムへの支援。より広範な病理に対する体系的な対処法は、認識論的危機 および 西部の空洞化 に掲載されている。





11. 文化

ペルーの文学的伝統は、現代文学が生み出した中でも特に明晰な文明診断装置の一つを内包している。セサル・バジェホ（1892–1938）——『トリルセ』、『人間詩集』、『スペインよ、この杯を我から取り去れ』——は、20世紀で最も凝縮された詩集の一つを生み出し、スペイン語の詩的表現を通じて、言語的暴力によってのみ可能となった先住民-メスティソの「チョロ」という状況を、その言語では本来許されないような言語的暴力をもって記録した。ホセ・マリア・アルゲダス（1911–1969）——『深い川』、『すべての血』——は、ラテンアメリカ文学が抱えてきた先住民とクリオージョ・メスティソの文明的断層に対する、ラテンアメリカ文学史上最も明晰な小説的取り組みを生み出し、他のいかなる作家も成し得なかった統合的な真剣さをもって、ケチュア語とスペイン語の二言語的感性をスペイン語散文に織り込んだ。マリオ・バルガス・リョサ（1936–2025）——『都市と犬たち』、『大聖堂での対話』、 『山羊の祭り』 — は、ラテンアメリカの政治的機能不全について、最も明晰なクリオージョ的・コスモポリタン的診断を提示した。これら三者は、同時に作用する三つの異なる文明的診断を構成している。すなわち、バジェホによる「チョロ」現象学の詩的記録、アルゲダスによる先住民とクリオージョの断絶の小説的統合、そしてバルガス・リョサによる、マリアテギが「根本的問い」と呼んだ問題に政治階級が対処できなかったことに対する散文的・政治的診断である。

現代の音楽シーンでは、実質的な「ムシカ・アンディーナ」の復興が進んでいる。若い演奏家たちが、アンデスの旋律的・リズム的感性を、民俗学的博物館化することなく現代的な表現様式に統合し、ウアイノ、ヤラヴィ、そしてより広範な高地伝統音楽を大規模に演奏している。アフロ・ペルーの伝統 （フェステホ、ランド、ザマクエカ）は、沿岸部の黒人コミュニティによって守られてきた。アマゾンのクンビア・フュージョンからはチチャやテクノクンビアが生まれた。視覚芸術（クスコ派のバロック絵画、アヤクチョのレタブロ箱、マルティン・チャンビの写真伝統）； 物質的実践に埋め込まれた儀式的・象徴的内容を保持する織物の系譜（チンチェロ、タキーレ、ピサック）——その基盤は、複数の標高において同時に息づいている。

「ソフトパワーとしてのガストロノミー」という現象——ガストン・アキュリオ率いるペルー料理の国際的認知への台頭、セントラルやマイドの顕著な存在感 ——は、ペルーの主要な文化輸出品となり、国際社会への自己表現の手段となっている。率直に言えば、ガストロノミーの威信は、より広範な文明の断絶を覆い隠す文化的「覆い」として実質的に機能している。すなわち、クリオージョ・アンデス・アマゾン・アジア・アフリカ系ペルー人の融合を体現するこの料理は、政治経済的状況が実質的に欠いている統合的な文明的アイデンティティを提示しているのだ。回復の方向性としては、視覚芸術、テキスタイル、 音楽、そして食文化の伝承に対する制度的支援、国際観光経済が現在強いている「流用と商品化」の論理に対する先住民の芸術的生産の防衛、そして文化が本来あるべき姿において、国際的なブランディングとして機能するのではなく、世代を超えて文明の最も深い価値観をその文明自身に伝達するものであるという認識にある。





現代的診断

ペルーは、より広範なハーモニスト的診断が「後期近代的状況を通じて作用する、癒えぬ植民地時代の断層」として明示する構造的病理を、異例なほど深刻な形で示している。文化的威信の表層——美食、マチュピチュ観光、インカをロマンチックに描いた国際的な図像——は、ペルーのより深層にある構造的状況を、その状況が本来受けるべき国際的な診断の枠組みから実質的に隔離してきた。 率直に言えば、ペルーは西半球において「文明の回復を伴わない国家崩壊」が最も進行した事例の一つである。すなわち、その枠組みが統治するために構築されたことのない文明の上に、共和制の枠組みが機能しており、政治階級は自国民の相当な部分と公然と対立し、搾取型経済による国家政策の乗っ取りが深刻な制約なしに進行し、先住民・アンデス・アマゾンの多数派のの政治的表現が、選挙サイクルを重ねるごとに、抑圧され、乗っ取られ、あるいは消耗させられている。

ペルー特有の症状は顕著だ。7年間で6人の大統領；ボラルテ政権による2022～2023年の高地抗議運動への致命的な弾圧；ラヴァ・ジャト 事件による2001年以降の政治家層全体の関与；立法府と検察機構の公然たる機能不全；未解決の1980～2000年のセンデロ紛争；公認されていない資金の流れとしてのコカイン経済；マドレ・デ・ディオス州および高地流域における鉱業・資源採掘による壊滅的被害；ケチュア語話者人口の漸進的な衰退； リマ沿岸エリートによる「内部植民地」として機能するアンデス山岳地帯およびアマゾンの地方；ペルーを世界最高水準に押し上げた一人当たりCOVID死亡率；農村部から都市部へ移住した人口を、実質的な非正規雇用状態に留めている「コノ・ノルテ」および「コノ・スル」の周辺地域。これらの根底にある病理に対する体系的な考察は、精神的な危機、西部の空洞化、唯物論と調和論、自由主義と調和主義、および「人間」の再定義 に掲載されている。

ペルー特有の変容は三つある。癒えぬ植民地時代の断層：日本が実質的に保存された宇宙論的基盤の上に近代性を統合し、モロッコがマフゼン（王室）と君主制の統合を軸にポストコロニアルな権威を確立したのに対し、ペルーは、先住民・アンデス・アマゾンの文明的基盤の上に共和制・クリオージョの覆いを重ねてきたが、その覆いは決して実質的に統合されたことはない。マリアテギの診断は、1世紀を経た今もなお、その全容において正確である。先住民問題は根本的な問題であり、これを括弧に入れて扱ういかなる枠組みも、根本的な虚偽の中で機能している。搾取経済による支配：ペルーの商品輸出構造は、財政および政治経済を世界的な商品循環と、先住民コミュニティの主張を例外ではなく構造的なパターンとして覆すほど頻繁に優先させる多国籍の搾取的利益に結びつけている。地図上の剥奪： 最も根深い状況は、経済的でも政治的でもなく、宇宙論的なものである――ペルーは、その基盤となる宇宙論が文明史上最も明文化されたものの一つであるにもかかわらず、その政治・文化・経済的枠組みは、あたかもその基盤が存在しないかのように機能している国である。植民地化は、主に領土的なものではなく （ペルー人の大半はメスティーソか先住民であり、「クリオージョ」階級は少数派である）ものではなく、存在論的なものである。ペルー人が自分自身、自らの土地、そして歴史を理解するよう教え込まれる枠組みは、基層の継続的な作用を抑制するクリオージョ・共和主義的枠組みなのである。より深い問いは、現代のペルーが復興しつつある文明なのか、それとも、継承する方法を知らない文明の上に、借り物の制度を借りているだけの国家なのか、ということである。

これが構造的に意味すること：ペルーは、標準的な西洋の進歩的処方箋（さらなる自由化、さらなる民営化、クリオージョ・共和主義的な憲法改正）を通じて、その政治的・経済的・文化的危機を解決することはできない。なぜなら、その標準的な処方箋こそが、現状の積極的な原因の一つだからである。また、西洋の保守的処方箋（クリオージョ・ヒスパニック的アイデンティティの文化的復元、 市場志向の制度改革）によっても解決できない。なぜなら、その枠組みは、文明の真の深層を構成する先住民・アンデス的な基盤を明示的に抑圧するからである。復興は、地図的復興そのもののレベルで進められなければならない――すなわち、政治・経済・文化の枠組みが上塗りではなく統合する生きた基盤としてのアンデス的世界観の回復――であり、そのためには西洋的な意味での進歩的でも保守的でもない枠組みが必要となる。





グローバリズムの構造におけるペルー

上述した国固有の症状は、グローバルエリート や 金融アーキテクチャ の定評ある記事が体系的に論じているような、国境を越えた生態系の中で生じている。その生態系におけるペルーの特異な位置づけは、資源採掘拠点としての構成であり、確立された米国主導の金融パターンに、急速に拡大する中国資本の統合が重なり合っている。

鉱業・資源採掘の統合。 ペルーは、世界有数の銅、銀、金、亜鉛の生産国である。主要な鉱山事業は、大手多国籍企業――BHPおよびGlencore（アンタミナ）、MMG（中国資本が支配し、ラス・バンバスを所有）、Freeport-McMoRanおよび住友（セロ・ベルデ）、NewmontおよびBuenaventura （ヤナコチャ）、サザン・カッパー（トケパラ・クアホネ）などであり、これらは世界の鉱業セクターを支配するブラックロック、バンガード、ステート・ストリートによる資産運用集中体制の下で操業している。歴代のペルー政権と交渉されたロイヤルティ制度は、数十年にわたる国家の弱体化の中で、実質的に事業者にとって有利なものとなってきた。CONFIEP（ペルー企業連合）は、鉱業セクターと国家との間の主要な調整窓口として機能している。

中国の立場。 過去10年間にわたり、中国資本はペルーにおける存在感を大幅に拡大してきた。MMGによるラス・バンバス（2014年）の支配、Chinalcoによるトロモチョ （2008年～現在）、マルコナ鉄鉱石事業への中国の大幅な参画、そして最も重要なのは、南米最大の太平洋沿岸港湾となり、中国と西半球を結ぶ貿易構造における主要な拠点となる見込みのチャンカイ・メガポート（2024年11月開港、主にコスコ・シッピングが投資）である。 中国の立場は、既存の米国主導の金融構造を置き換えるのではなく、その上に重層的に構築されている。その結果、ペルーは二つの多国籍エコシステムの交差点に位置する二分化された外資構造の中にあり、いずれの枠組みにおいても主権的な裁量余地は限られている。

超国家的・イデオロギー的機構。 ペルーは、1990年以降の金融・財政の軌道を形作ってきた標準的なIMF・世界銀行のプログラム構造の中で運営されている。米州開発銀行は主要なインフラ事業を運営している。 米国との自由貿易協定（2009年）および欧州連合、中国、日本、さらに広範な太平洋同盟との並行協定は、先住民の土地保護、伝統的知識を扱う知的財産制度、医薬品価格設定における国家の政策決定権を制約している。オープン・ソサエティ財団や、より広範なFCPA（海外腐敗行為防止法）に準拠した多国籍NGOのネットワークは、先住民の権利擁護、腐敗防止、司法改革の分野で実質的に活動している。 その関与は部分的なものであり、真に実質的なものもあれば、より広範なイデオロギー的支配のパターンの中で活動するものもある。歴代のペルー高官による世界経済フォーラムへの参加、主要なエル・コメルシオ系メディア・ビジネス階級のCFRおよび三極委員会への所属、そしてリマの主要大学を通じた標準的な人材登用パイプラインの統合が相まって、国家レベルでのエリート調整の枠組みを確立している。

もう一つのグローバリズム的搾取としてのコカイン経済。 コカイン取引が機能する犯罪化体制そのものが、ペルー国民の利益とは本質的に異なる利益に奉仕する構造である。現代の犯罪ネットワーク生態系がいかに一つの構造として機能するかという構造的診断——レント創出装置としての禁止体制、コルレス銀行やオフショア管轄区域を通じたドルシステムの資金洗浄ルート、複数の国家機構にまたがる諜報機関と犯罪組織の結びつき、末端におけるカルテル-流通ネットワークと、上流側の先住民による栽培源ノードとの共生関係——については、犯罪組織 に詳述されている。ペルーが生態系レベルの分析に提供するものは、栽培源ノードの構成であり、そこでは5000年の歴史を持つアンデス先住民のコカ栽培の伝統が、禁止体制を通じて軍事化された犯罪経済へと変質させられている。プラン・コロンビアに由来する取締りの枠組み、 DEAが調整する摘発体制、そしてペルーの先住民によるコカ栽培の伝統を、主に世界的な金融アーキテクチャの経路を通じて数億ドル規模の資本流動を生み出す軍事化された犯罪経済へと変質させる広範な国境を越えた麻薬戦争の体制 ——これこそが、この国が背負うもう一つの搾取である。WHOの枠組みに沿った製薬・公衆衛生分野の連携は、COVID-19の期間中およびその後も、標準的なパターンの中で機能してきた。

体系的な考察は グローバルエリート および 金融アーキテクチャ に掲載されている。ペルーが生態系レベルの分析に提供するのは、搾取経済の結節点がその構造内でいかに機能するか、中国と米国の資本がいかに互いに置き換えることなく同時に活動し得るか、そして同国の先住民-宇宙論的基盤が、アーキテクチャの完全な搾取速度に対して実質的な抵抗力として作用し、コンガ動員、バグア虐殺、そして2022年から2023年にかけての高地での抗議活動が結晶化させる、アーキテクチャと生き残ったアンデス・アマゾン地域のコミュニティとの間の繰り返される対立を生み出しているか、という点である。





回復への道

ハーモニズムがペルーに提示するのは、ペルー固有の基盤を、単なる民族誌的残滓ではなく、生きた宇宙論として読み解くことができる明確な教義的枠組みである。この枠組みは外来のものではない。それは、ペルーが先住民として内包するものを明示したものであり、より広範な「5つの地図（五つの収束）」という文脈の中に位置づけられている。この文脈において、アンデス地域の基盤は、同じ内陸の領域を目撃する五つの対等な収束体の一つとして、自らを認識することが可能となる。

ペルーの現在の立場から可能な統合は、特定のものです。「アイニ（ayni）」とその宇宙論的基盤との再結合： ayniは、アンデス宇宙観が内包する宇宙論的認識に依存しているため、世俗的・政治的なスローガンとして回復することはできない。アンデス宇宙観を、民俗的な残滓や文化的装飾品としてではなく、調和実在論の先住民的な表現として明示的に位置づけることで、その基盤はayniが必要とする生きた土壌として機能し得る。llank’ay-yachay-munayの三要素を、一つの「耕作」として統合すること：身体化された労働（campesinoの基盤が担うもの）、知的修養（先住民およびラテンアメリカ学術的伝統が重要な形で担うもの）、そして心の指向（paqoの系譜およびより広範なアンデス倫理的基盤が担うもの）——これらを統合することで、植民地・共和制時代を通じて見られた専門分化よりも、より完全な修養が生み出される。 ハーモニズムの枠組みを通じたアンデス地図学と他の4つの地図学の統合——すなわち、インディオ、中国、ギリシャ、アブラハムの各潮流との収束的な証言——により、他の地図学が提示する一般の人々にも開かれた修養の道が、アンデスの基盤を放棄することなく、ペルーの実践者にも利用可能となる。「アイル」 およびcomunidad campesinaを基礎的な政治・行政単位として再活性化すること。これは、搾取的な圧力の下での漸進的な解体ではなく、地域事務に対する真の補完性を与える制度的支援と法改正を通じて実現される。アンデスおよびアマゾンの農学的基盤**を、輸出向け単一栽培による置換から守り、amunas、andenes、および在来作物の生物多様性を、単なる文化的珍品として保存するのではなく、機能的な運用へと回復させること。

基盤レベルの統合を超えて、四つの主権回復が後期近代的な歪みが何を必要としているかを示しており、さらにペルー特有の第五の糸が存在する。 金融主権は構造的に最も制約されている。ペルーのドル化、商品輸出への依存、IMFの条件付き通貨制度、そして非公式部門の規模が相まって、主権的な通貨権限が狭められる構図を生み出している。その回復の方向性としては、鉱業ロイヤリティ制度の再交渉、アイニ（相互扶助）を媒介とする互恵文化を基盤とした地域通貨や協同組合金融の実験への支援、 多国籍企業による税・年金制度の掌握を必要としない仕組みを通じた非公式部門の正規化；ドル化の圧力に対抗する「ソル」建ての貯蓄・信用インフラの再構築。防衛主権は対外的な脅威に対しては比較的十分である——ペルーは重大な対外的な軍事的圧力に直面しておらず、Fuerzas Armadas（ペルー軍）の現代における主な歪みは、外国帝国主義への従属というよりは、コカイン取締りや国内弾圧という姿勢にあり、外国による帝国主義的従属ではない。回復の方向性は、真実委員会の勧告の履行、公衆衛生アプローチへの転換を伴うコカイン取締りの非軍事化、米国との軍事協力枠組みの再交渉、そしてFuerzas Armadasの「民間人に対する展開」という教義の改革である。技術的主権の実現には、ブラジル、チリ、アルゼンチン、 メキシコの研究能力との地域的パートナーシップに加え、バイオプロスペクティングと特許独占のパターンに対する先住民の知識の実質的な防衛を必要とする。ペルーが現在競争できないAIフロンティア模倣の軌道において競争できるか否かにかかわらず、国が実際に有する基盤（在来作物の遺伝学、高地生理学、伝統医療システム）を中心に国家の研究優先順位を再調整することが正しい方向性である。 コミュニケーション主権は、これら4つのうち最も基礎的なものである。これなしには、他の主権のための政治的条件は形成され得ない。ケチュア語の復興——憲法が認める範囲でのEIB（母語教育）の拡大、憲法上の公約に見合う規模でのケチュア語およびアイマラ語の公共放送、地域メディアの伝統に対する制度的支援——こそが、他の主権が構造的に可能となるための基礎的な主権回復である。

ペルー特有の第五の糸は、地図学的回復そのものである。ここにおける最も深層の主権は、財政的、防衛的、技術的、あるいは伝達的なものではない。 それは、博物館の展示品ではなく、生きた基盤としてのアンデス宇宙観を取り戻すことである。宇宙観として——文化観光の決まりきった演出ではなく、生きた実践において実際に機能する宇宙論として——回復された宇宙観がなければ、他の四つの主権回復は、 統合すべきものを統合することができない。それは、現在それを制約している状況に抗してパコの系譜伝承を実質的に支援すること、民俗学的コンテンツとしてではなく宇宙論的枠組みとして、あらゆるレベルの教育カリキュラムに世界観を統合すること、商品化の圧力に対して儀礼サイクル（クイユル・リティ、 インティ・ライミ、デスパチョの伝統）に対する制度的な防衛、そして、ペルーが、後期近代的な政治経済的枠組みでは認識できず、したがって尊重することもできない宇宙論的基盤の上に築かれた文明であるという認識の、より広範な文化的再活性化を通じて行われる。パチャクティとは、アンデス文明が自らを置かれていると理解する構造的局面を指す。すなわち、植民地・共和制の秩序が終わり、より古い基盤が新たな形で現れつつあるという局面である。

これらすべてに共通して、魂の記録の醸成の完成。ケロ（Q’ero）の系譜が専門的な深みで伝承し、アンデス基層が一般大衆レベルでは伝えない、一般の人々にもアクセス可能なvia positiva（肯定的な道）に具現化された修練法は、ハーモニズムが統合する他の地図法——インド、ギリシャ、アブラハムの瞑想的伝統、中国——から得ることができる。いずれもペルーにアンデス基層を放棄することを求めてはいない。それらが提供するのは、欠落していた次元、すなわち パコの専門的修養だけでは、一般大衆の規模で生み出すことのできない、肯定的な内面的修養である。ペルーの読者にとって、これは異質な要素の追加ではない。それは、この国自身の最も深い基盤が常に指し示してきたもの——すなわち、血統に守られたパコの修養だけに留めるのではなく、一般の実践において機能するようになった八つのニャウィ解剖学——への悟りへの実践なのである。 ペルーの回復には、基盤が本来構造的に担うべき役割——すなわち、「見る」ことが主権となり、その主権に基づいて文明生活の全領域で活動する、実現された人間を生み出すこと——を、基盤に果たさせる許可が含まれている。

現在の状況下では、これらの回復のいずれもが構造的に目前にあるわけではない。政治階級にはそれらを施行する立場がない； 搾取型経済による支配構造は、エコロジーと金融の改革に抵抗するだろう。クリオージョ文化の枠組みは、アンデスの基盤を基盤として認識するようには構成されていない。国際開発の枠組みは、地図上の回復を宇宙論的基盤としてではなく、アイデンティティ政治として位置づけるだろう。 この回復は、人々が現在直面することを拒んでいる事実に立ち向かう意志、そして現在の体制ではまだ許されていない条件を切り開く「パチャクティ」の瞬間にかかっている。ハーモニズムが提供するのは、その取り組みを語れるようにする語彙、基盤を読み解ける枠組み、そして回復を可能にする地図横断的な統合であり ——それを実行に移す政治的主体性ではない。それはペルーの人々自身にのみ属し、他者には属さないものである。





結び

ペルーとハーモニズムが交わるのは、両者が異なる表現様式を通じて同じ構造を語っているからである。ペルーがayniと呼ぶものを、ハーモニズムは「Logos（宇宙規模の相互性）」と呼ぶ。ペルーがPachamamaと呼ぶものを、ハーモニズムは「Logos（生命の気）」に満ちた生ける宇宙と呼ぶ。ペルーがapusと呼ぶものを、ハーモニズムは「Logos（局所における生命の気）」と呼ぶ。ペルーがllank’ay-yachay-munayとは、ハーモニズムが「奉仕・学習・在り」の統合的修養と呼ぶもの；aylluとは、ハーモニズムが共同体規模における文明的Dharmaの関係的織物と呼ぶもの；八つのñawiの構造とは、ハーモニズムがシャーマニズム地図学から統合し、実践の機能的解剖学への規範的貢献とするもの。語彙間の翻訳が可能なのは、その領域が同一であるからである。

他の主要な文明が大部分失ってしまったものを、ペルーが保持しているのは、2500年にわたる継続的な生きた実践の中で作用する宇宙論的基盤であり、paqoの系譜によって八ñawi の深層構造を5世紀にわたる弾圧の中でも無傷で伝承し、生き残ったayllu（アイユ）の関係性の織物は、後期近代的な原子化が、アンデスの基盤が絶えず拒み続けてきた条件に依存していることを示している。ペルーに欠けているのは、その基盤が単なる民俗学ではなく土台として統合され得る政治文化的枠組みであり、その枠組みの不在こそが、この国が癒さなければならない最も根深い条件である。共和制という上層構造は、この統合を試みるために2世紀もの時間を費やしてきたが、それを成し遂げてはいない。ガストロノミーや観光といった文化的威信経済は、より深い清算を可能にするどころか、むしろそれを覆い隠してきた。「パチャクティ」とは、そのような清算が構造的に可能となる瞬間を指す言葉である。現在の瞬間がまさにそのパチャクティなのか、それともさらなる先送りに過ぎないのかは、国民のみが答えられる未解決の問いとして残されている。 基盤は生きている。この営みを語れるようになるための語彙は、今や手に入っている。基盤の統合こそが、具現化された耕作を可能にする土壌であり、その具現化された耕作こそが、実践者たち——カンペシーノ、親、教師、パコ、指導者——を生み出す。彼らにおいて、回復は単なる願望ではなく、文明的な事実となる。これこそが、アイニが本来の意味において常に指し示してきたものである。
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